
ＪＡＯ秋田大会・運営協議会メモ（復命） 

2023年 8月 18（金）～20日（日） 

秋田県芸術文化劇場「ミルハス」 

参加者：インペク原田 

 

① 公演チラシの裏面を FAX申込書にして受付け、FAX返信を引換券としている。70～80代の客から 100

枚くらい申し込みがある。どういう演奏会にするか目的を明確にしてアプローチすることが必要で、

障がい者を対象にしたコンサートも行っている。（丸の内交響楽団） 

② 「０歳児からのコンサート」は賑わう。関心の高いお母さんは多い。客席の前（オケピット部分）を

空けてブルーシートを敷き、床が汚れないようにして、赤ちゃんが這いまわったり泣いたり叫んだ

り自由にさせている。ゲストは工夫している。司会は声楽の人なら上手にやってくれる人はいるだ

ろう。（静岡フィルハーモニー管弦楽団） 

③ 団員数の減少、高齢化傾向にあるため、特別団員制度を設けて次回演奏会に限り募集したところ、

弦 7名、管 9名の希望があった。8月末から練習開始する。対象は高校生以上で若者を狙った企画だ

ったが、高齢者が集まってしまった。（福井交響楽団） 

④ TCC企画提案コース「展覧会の絵」を語り付きでプロジェクションマッピングしたりする。2024年 2

月 12日開催。ザ・シンフォニーホールに 1,200人以上を目指す。幻想交響曲の鐘を自作して貸し出

している。（大阪市民管弦楽団） 

⑤ 「ふるさと納税」のメニューに賛助会員を出している？（北名古屋シティ管弦楽団） 

⑥ JAO 全国大会の運営に団員が関わったことで意識が変わった。世代交代のためコンマスを 2 人体制

とした。合わせてパートリーダーも変わろうと言って、前半（次代）、後半（従前）と分けている。

協賛企業等から毎年 150 万円の支援をいただいているが余らせてはいけないので苦労している。小

中学生は 1,000 円でチケット販売していたのをやめて 100 名無料招待とした。応募が枠を超えても

全員受け入れている。毎回の練習に指導者を首都圏から呼んでいるので出席率は高く、公演直後の

練習でもほぼ全パートが揃うことが続いている。HP 内に団員専用掲示板を設置して業務連絡やガス

抜きの場としている。（静岡フィルハーモニー管弦楽団） 

⑦ 母親が乳飲み子を抱いたまま練習している子連れオケがある。西宮きらきら母交響楽団で検索する

と活動の様子が分かる。 

⑧ 今年創立 50周年を迎えるが、現時点で世代交代がうまくいかなくて困っている。団員数は最盛期は

100名程いたが、現在は 60 名弱となり、演奏面運営面の個々への負担が大きくなっている。公演時

にはホワイエで CDやワインを販売している。（山梨交響楽団） 

⑨ 「石田組」の石田泰尚氏をソリストに呼んだら 1,300人のホールに 1,200人入った。（茅ヶ崎交響楽

団） 

⑩ ファミリーコンサートを実施したら未就学児を含め集客が 1,000人と回復の兆しが見えてきた。（郡

山市民オーケストラ） 

⑪ 郡山市民オーケストラのＳＤＧｓ企画、創立 50 周年の感謝を込めて、学校関係・音楽団体の招待、

障がい者施設の招待を行った。地域コラボ企画として、富久栄コーヒーで 50周年特別企画商品を作

成し物販した（好評で売切れ）。オールトヨタ販売店では災害時等の車中泊の展示を、また、ビスコ

から提供された非常食試食品の配布を行った。 



⑫ トヨタの考え方は、支援する時代は終わったと。これからは SDGｓであり人の心を動かすムーヴメン

トだと。県・市から助成金をもらってイベントをしたが客が入ってなくて知事から叱られた。プロ

オケは興行をして客が入らなければ存続できないが、アマオケは客が入らなければ団員が負担すれ

ばよいのではないか。スポーツイベントの経済効果は大きいが、アマフェスは参加者のみの大会と

なっているので再考を。（ＪＡＯ理事長） 

⑬ 三枝音楽監督の近況は、この曲にした理由を中高生に詳しく説明している活動を行っている。次世

代に思いを伝えることがテーマになるのではないか。（ＪＡＯ理事長） 

⑭ 著名な指揮者を呼んで大曲をしたいオケの希望に対し、先生は、やったことのないオケには難色を

示すようになっている。マッチングが厳しい。（ＪＡＯ理事長） 

⑮ 無言で始まり、終わるクラシックスタイルでは新しいお客には厳しい。３桁の個人・法人会員がい

る岐阜県交響楽団は、どこでやっても８割の集客がある。オケ側がいろんな工夫をしないといけな

い。（ＪＡＯ理事長） 

⑯ 聴き手がいないとせっかく舞台上で熱い思いを持っていてもサスティナビリティに繋がらない。せ

っかくの素晴らしいクラシック音楽の裾野を広げていけるように。（トヨタ井上氏） 

 

２０２５年福井大会／９月１２～１４日／ハーモニーホールふくい 

・新幹線の延伸により市県の協力が得られた。 

・恐竜が売りで、恐竜博物館がリニューアル・オープンする。 

・観光名所は、東尋坊、永平寺、朝倉義景史跡、恐竜博物館 

 

ＴＹＯＣ 

・良いところは、子供たち２０名程が運営委員となって運営していく。 

・対象は中～大学生。参加費３万円。 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 


